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当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず本取

扱説明書をお読みください。誤った使い方をすると、事故を

引き起こすおそれがあります。 
お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。 
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はじめに 
  この取扱説明書は、セルトレイ播種機 STH2007Bの取扱方法と使用上の注意事項につ

いて記載してあります。ご使用の前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読み

の上、正しくお取扱いただき最良の状態でご使用ください。 

  お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。 

  製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しくださ

い。 

  この取扱説明書を紛失または損傷された場合、速やかに当社にご注文ください。 

  なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うことがあります。その

際には、本書の内容及び写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合があ

りますので、ご了承ください。 

  ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い上げいただきましたお店、

またはお近くの特約店・販売店・ＪＡにご相談ください。 

    印付きの下記マークは、安全上特に重要な項目ですので、必ずお守りください。 

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険

性がある物を示します。 
その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるも

のを示します。 
  この取扱説明書には安全に作業していただくために、安全上のポイント「安全に作業

をするために」を記載してあります。ご使用前に必ずお読みください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

セルトレイ播種機 STH2007B を 
お買い上げいただき、ありがとうございます。 

警告 
注意 
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1. 安全に作業をするために 
ここに記載されている注意事項を守らないと、 
死亡を含む障害や事故、機械の破損が生じるおそれがあります。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

  ２人以上で作業をする時は、 

お互いに合図しながら機械を始動する 
【守らないと】 
思わぬ事故になることがあります。 

   警告 

  濡れた手で差込みプラグを差込んだり抜いたりしない 
【守らないと】 
感電事故のおそれがあります。 

   警告 

  電機部品・コードを必ず点検する 
配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや 
接触部のゆるみがないかを毎日作業前に点検してください。 
【守らないと】 
ショートして、火災事故を起こすおそれがあります。 

   警告 

  子供を近づけない 
子供には充分注意し、近づけないようにしてください。 
【守らないと】 
障害事故を引き起こすおそれがあります。 

   警告 
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  点検・整備を行う 
機械を使用する前と後には必ず点検・整備をしてください。 
【守らないと】 
事故・ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

   注意 

  作業に適した服装をする 
はちまき・首巻き・腰タオルは禁止です。 
作業に適した、だぶつきの無い服装をしてください。 
【守らないと】 
機械に巻き込まれたりするおそれがあります。 

   注意 

  こんな時は作業しない 
  過労・病気・薬物の影響、その他の理由により作業に集中 

できないとき。 
  酒を飲んだとき。 
  妊娠しているとき。 
  18 才未満の人。 

   注意 

  使用前に取扱説明書を必ず読む 
使用前に取扱説明書をよく読んで、安全で正しい作業をして 
ください。 
【守らないと】 
傷害事故や機械の破損を引き起こします。 

   注意 

  点検・整備時には必ず電源を 

「OFF」にし、差込みプラグを抜く 
点検・整備は、必ず電源スイッチを「OFF」にし、 
差込みプラグを抜いてから行ってください。 
【守らないと】 
思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。 

   警告 
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  機械を他人に貸す時は、取扱い方法を 

説明する 
取扱い方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず 
読むように指導してください。 
【守らないと】 
傷害事故や、機械の破損をまねくおそれがあります。 

   注意 

  カバー類は必ず取付ける 
点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取付けて 
ください。 
【守らないと】 
機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

   注意 

  作業を中断・終了した場合は、 

必ず電源を「OFF」にする 
【守らないと】 
ショートして、火災の原因になることがあります。 

   注意 

  作業中停電した場合は、必ず電源スイッチ 

  を切る 
【守らないと】 
通電時、急にまわりだし、思わぬ傷害事故を起こします。 

   注意 

  電源は単相交流１００Ｖ専用コンセントに接続する 

また、タコ足配線はおやめください。 
【守らないと】 
火災事故の原因となります。 

   注意 
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  電機部品には絶対に水をかけない 
【守らないと】 
事故・ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 
 

   注意 

  後始末を忘れずにする 
長時間使用しない時は、差込みプラグをコンセントから 
抜いてください。 
【守らないと】 
火災事故や、感電故障をまねくおそれがあります。 

   注意 

  機械の改造をしない 
純正部品や指定以外のアタッチメントを取付けないでください。 
また、改造はしないでください。 
【守らないと】 
事故・ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

   注意 
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2. 安全銘板の貼り付け位置 
安全に作業をしていただくために安全銘板の貼り付け位置を示したものです。 
安全銘板は常に汚れや破損のないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しい物

に貼り直してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

紛失または破損された場合には、当社へ下記の表を参考にご注文ください。 
 

No 部品番号 部品名称 
（1） 00992－40060 警告ラベル WL-2 
（2） 00992－40070 注意ラベル CL-5 
（3） 00992－40310 注意ラベル CL-18 
（4） 00992－40110 注意ラベル CL-8 
（5） 00992－40130 注意ラベル CL-10 
（6） 00992－40340 注意ラベル CL-20 

 
 

3. 本製品の使用目的について 
本製品は、セルトレイへの土入れ・播種・覆土の作業機としてご使用ください。 
目的以外の作業や改造などは、決してしないでください。 

(6) 

(5) (1) (3) (4) 

(2) 
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4. 各部の名称 
  充填部 
 
 

 

 

  播種覆土部 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

セル鎮圧ローラー 
  制御部  覆土ホッパー 
 
     V ゴム 
 
       
       箱落ち防止センサー 
 
          補助レール 
 
 
 
 
  播種部 

種子受け 
土受けシート  

供給部     充填ホッパー 
 

  鎮圧ローラー 
      上下装置 
    回転ブラシ 
     潅水装置 
        

 
          連結金具 
 
 
 
 
 
 
 
  充填駆動部 
 
  土受け(A)  土受け(B)  水受け 
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5. 仕  様 

 
★本製品は 50Hz 地区に組付けてあります。60Hz 地区でご使用の場合は従動側のスプロ

ケットを 12Ｔから 15Ｔに交換してください。 

 
モーターカバーを外し、従動側スプ

ロケットを交換してください。ローラ

ーチェーンの張りは、モーターを固定

しているナットを 4 箇所緩めて行いま

す。交換前と同じ位に調整してくださ

い。（ローラーチェーンのほぼ中央部

を手でつまみ、左右に軽く（およそ

0.5kgf）動かして、10～15ｍｍたわむ

程度） 
 

 
 
 

60Hz 地区ではここのスプロケット

を交換してください。 
 
 

型 式       STH2007B 

機 体 寸 法 

全  長 
(格納時) 

5,980 mm 
（2 分割 2,345mm 2,480mm） 

全  幅 540mm 
全  高 1140mm 

重 量       175kg 
（充填部 90kg 播種覆土部 85kg） 

動 力       

充填部搬送 40W／100V 
攪  拌 25W／100V 
播種部搬送 60W（DC ブラシレスモーター） 
播  種 30W（DC ブラシレスモーター） 

ホッパー容量 
充  填 51ℓ 
播  種 1ℓ 
覆  土 22ℓ 

灌 水 量        0.6～1.0ℓ/箱 
適 応 種 子 コート種子 L サイズ 

適用セルトレイ 全農規格 128 穴、200 穴 
（播種・鎮圧ローラー交換式） 

適用アンダートレイ 水稲用育苗箱（高さ 33mm） 
野菜用アンダートレイ 

供給部積重ね枚数 8 枚 
★ 能    力 

（50Hz,60Hz） 200 箱／時 

オプション ミニコン STM2200 
キャスター CR-10Ⅱ 
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6. 組立要領 
 
6 . 1   脚の組立 
 
（１） 本体 

折りたたまれている脚を立てて、六角ボ

ルト(M8×20)で固定してください。 
六角ボルト M8×20 

 
 

（２） 補助レール 
折りたたまれている脚を立てて、六角ボ

ルト(M6×16)で固定してください。 
 

 
 
 
 
    
6 . 2   充填部レールと播種覆土部レールの連結 

 
充填部レールにある連結金具の突起を、播種覆土部レールの穴に引っ掛けて連結し

ます。連結後、充填部レール終端から出ているプラグを制御部の土入れコンセントに

差し込んでください。 

（注意）播種覆土部レールと充填部レールの上面が同じ高さになるように脚先端につ

いている高さ調節ボルトにて調節してください。 

 

充填部レール      播種覆土部レール 

 
 

   連結フック 連結フック突起   播種覆土部レール穴 
 
6 . 3   補助レールの組立 

 
補助レールを連結し、R ピンで抜けないように固定

してください。 
なお、本機を移動する時は、安全上補助レールを外

してください。 

 
補助レール 

R ピン 

六角ボルト M6×16 
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6 . 4   センサーコネクタの接続 
  

補助レール先端にあるセンサーから出ているコー

ドと、本体レール終端から出ているコードのコネク

タを接続してください。 
 
      
 
 
 
6 . 5   シート用 S 字フックの組立 

  
土受けシートを引っ掛けるための S 字フックをレ

ール部に組付けます。 
レールカバーがない方はレールの穴と切り欠きが

ある所に、レールカバーがある方はレールカバーの

長穴に引っ掛けます。 
 

レールカバー なし      あり   

 

S 字フックは小さい輪の方をレール部に引っ掛け

てください。 

レールカバーがない方は、外れ防止のため下記の

手順で組付けてください。 

① S 字フックの大きい輪を上にして右図のよう

に小さい輪をレールの穴に差込みます。 
② S 字フックをひっくり返して穴に通してくだ

さい。 
S 字フック 
 

         
レールカバーなし        レール断面         レールカバーあり 

 

 

6 . 6   土受けシートの組立 
  

覆土ホッパーの下に組付けます。 
土受けシートにある穴を S 字フックに引っ掛けて

ください。土受けシートに矢印がついておりますの

で、トレイの進行方向に合わせてください。 
（取付け場所は「4.各部の名称」を参照ください） 
 

 

補助レール    本体レール 

① 

② 

小さい輪 小さい輪 
レールカバー 

土受けシート 
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6 . 7   補助ホッパーの組立 
  

取付け場所は「4.各部の名称」を参照ください。 
充填ホッパーにホッパー仕切板を引掛け、

鉄製補助ホッパーをのせてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
6 . 8   充填部土受けの組立 

 
○ 土受け(A)の組立 

（１） 切り欠き部分をトレイの進行方向に向け、組付金具に六角ボルト(M6×12)で緩

く組付けてください。 

（２） （１）で組付けた六角ボルトを支点にして切り欠き部分を上に持ち上げ、レー

ルに六角ボルト(M6×12)で組付けてください。 

（３） （１）の六角ボルトを締めてください。 

 

○ 土受け(B)の組立 

（１） 下図を参考に六角ボルト(M8×16)で組付けてください。 

 

○ コンテナボックス 

（１） コンテナボックスは、ミニコンをお使いの場合は土受け(B)の下、そうでない場

合は土受け(A)の下に設置してください。 

 

トレイ進行方向    

 組付金具      六角ボルト(M8×16) 
 

    
 

六角ボルト(M6×12)    六角ボルト(M6×12)     土受け(B) 

充填ホッパー  ホッパー仕切板 

土受け(A) コンテナボックス 
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6 . 9   潅水装置・水受けの組立 
 
○ 水受けの組付 

（１） 潅水装置の下にある吊り金具を立ててください。 

（２） 吊り金具に水受けを差込んでください。 

 

○ ホースの接続 

（１） 水道からのビニールホースの中にゴミやノロが無いよう、水を出してから外側の

ノズルに接続してください。 
（２） オーバーフローした水は、内側のホースノズルから出てきますので、ビニールホ

ースを接続して、水受けに排出してください。 
（３） 排水ホースを水受け排水口に接続してください。 

 

○ 電源の接続 

（１） 電源プラグは、制御部の前潅水コンセントに接続してください。 

    
 
6 . 10   タネウケ・種子受けの組立 

 
（１） タネウケを播種部に差込んでくだ

さい。 

（２） 種子受けを播種部の下に差込んで

ください。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

水道ホースを接続 
オーバーフロー用ホースを接続 

水受け 
ホースを水受けに入れる 

吊り金具 

水受け 
差込む 

種子受け 
 
 
差込む 

差込む 
 
タネウケ 
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6 . 11   200⇔128 穴への組換え 
 
出荷時はセルトレイ 200 穴で組立てられています。セルトレイ 128 穴を使用する場

合は次の手順で組換えください。 
（注意）組換えの際は電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 
 
（１） セル鎮圧ローラーをセルトレイに合わせたものに交換してください。片側のＲ

ピンを取り外すだけで、簡単に交換できます。 
（Ｒピンは元のようにアームの内側に組付けてください） 
 

（２） 播種ホッパーに種子がない状態

で、ホッパーを取り外してくださ

い。 
 

（３） 播種カバーを左右とも取り外して

から、ローラー軸押え板のボルト

とフォーク止めネジを左右とも外

してください。 
 
（４） 六角ボルトを緩めてハケ完結を上方

向に移動してから、播種ローラーを

取り外してください。 
 

（５） テンション板を止めている２個の

ボルトを緩め、使用する穴の（図

は□25 200 穴用を示す）播種ロ

ーラーAssy をセットしてくださ

い。この際、ローラーチェーンに

スプロケットがはまるようにして

ください。 
 

（６） ローラー軸押え板を播種ローラー軸に押付け、ボルトで固定してください。 
 

（７） フォークがストッパーに当たり、

それ以上下方にいかない位置にフ

ォーク止めネジで固定してくださ

い。 
 

（８） 播種ローラーを手で図の方向に回

し、モータースプロケットまでの

ローラーチェーンのたるみを取り

除いてください。次に、ローラー

チェーンの図の位置を 0.5kgf で上

下に引張り、たわみが 15ｍｍ位に

なる位置でテンション板を固定し

てください。 
 
（９） （４）で緩めたハケ完結を元にもどし、ハケ先端を播種ローラーに接触させて 

ください。 
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（１０） 播種ホッパー及び播種カバーを取付けてください。 
 
6 . 12   潅水装置の組換え 

 
前潅水から後潅水に組換えができます。（出荷時は前潅水） 

（１） 潅水装置の電源プラグを制御部から抜いてください。 
（２） 潅水装置をレールから外します。 
（３） 吊り金具をレールから外し、下図を参考に播種覆土部の V ゴムの後に組み直し

てください。（チェーン側のレールの穴はキャップで隠れています。） 
（４） レールから六角ボルトを外して潅水装置を組付け、水受けを吊り金具に差込んで

ください。 
（５） 電源プラグを制御部の後潅水コンセントに接続してください。 

 
V ゴム  吊り金具組付け位置  潅水装置組付け位置 
 

  
   
 トレイ進行方向     水受け 
 
6 . 13   供給部の組換え 

 
右入れ左入れの組換えができます。（出荷時は右入れ） 
（１）側板 R をレールから外します。 
（２）側板フレームと前板ブラケットを前板と一緒にレールから外します。 
（３）（２）で外した部品から側板フレームと前板ブラケットを外し、前板を中心に左

右反転させて組み直します。 
（４）（３）で組んだ部品と側板 R を図と前板の位置が変わらないように、左右反転さ

せてレールに組付けます。 
（５）後板を側板 R に近くなるように組み直します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

側板フレーム    前板 
 
 
 
 

後板      前板ブラケット 
 
 
ノブナット 
マワリ止メナット    側板 R  
 

キャップ付後板 
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図 A 

6 . 14   押えロープの取り付け方 
 

本部品は、播種機補助レールの倒れ防止に使用します。 

 

  まず、覆土ホッパーに外側からノブナット、内側から 

トラスネジを組付けてください。 

組付け位置は「図 A」を参照してください。 

 

それから、補助レールを折りたたみます。折りたたん 

だ補助レールのシャフトに、押えロープを 

「ひばり結び」で固定します。 

「ひばり結び」は、写真を参考に行ってください。 

 

反対側のロープを、覆土ホッパーに固定している 

ノブナットに、引っかけます。 

この時、一巻きした方がより外れにくくなります。 

 

ロープに付いている「コードストッパー」で、ロープにたるみが無 

いよう引っ張り、ロープの長さを固定します。 

 

 

コードストッパーの使い方 

下図のように、中央にある「ギヤ」を矢印の方向に動かして、ロー 

プを固定したり緩めたりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープが固定 ロープが動く 

コードストッパー 

ノブナット 

トラスネジ 

覆土ホッパー 
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ロープをシャフトに掛けて、片方を輪っかに通

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

引っ張って、た

るみを無くす 
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7. 各部の調節 
 

調節はメインスイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い

て行ってください。回転部に巻き込まれるなど、傷害事故を引き

起こす恐れがあります。 

 
7 . 1   箱ガイドの調節 
 

本機①~⑥の部位はアンダートレイではなく、セルトレイを箱ガイドによって位置を

出すようになっています。⑦のみアンダートレイで位置を出します。全部で 7 箇所ある

ので下記のように調節してください。 
（注意）狭いと箱が止まり、広いと箱が斜めになり正確な播種ができません。 
 
① 供給部の後板の調節 

 供給部内にセルトレイを重ねて置き充填ホッパー側に寄せた時に、後板とセルト

レイとの隙間が 10~20mm 開く様に調節してください。 
② 供給部の箱ガイドの調節 

セルトレイの片側を当てて流したとき、ズレがないような位置に箱ガイドを調節

してください。 
③ 鎮圧ローラー部の箱ガイドの調節 

両側ともセルトレイから 2～3mm のすきまがあるように箱ガイドを調節してくだ

さい。 
④ 回転ブラシ部の箱ガイドの調節 

両側ともセルトレイから 2～3mm のすきまがあるように箱ガイドを調節してくだ

さい。 
⑤ セル鎮圧部の箱ガイドの調節 

両側ともセルトレイから 2～3mm のすきまがあるように箱ガイドを調節してくだ

さい。 
⑥ 播種ホッパー部の左側箱ガイドの調節 

セルトレイを右側の固定式の箱ガイドに押付けたとき、セルトレイと箱ガイドの

すきまが 1～2mm になるようにしてください。 
⑦ 潅水装置後と覆土部前の箱ガイドの調節 

両側ともセルトレイから 2～3mm のすきまがあるように箱ガイドを調節してくだ

さい。 
 

①②供給部  ③鎮圧ローラー部 ⑤セル鎮圧ローラー部 ⑦覆土部 

後板 箱ガイド 

    ④回転ブラシ部   ⑥播種部 

     

     ⑦潅水装置 

 

警告 
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7 . 2   振動装置の強さ調節 
 

出荷時の振動装置は振動が強い状態に

なっています。弱めるには六角ボルトと

六角ナットを緩め、シャフトを下げてく

ださい。 
六角ボルト,六角ナット 

 
シャフト 

 
 
7 . 3   鎮圧ローラーの高さ調節 
 
（１） 土寄せ金具を、アンダートレイにの

せたセルトレイの上面から 1～3mm
になるように調節ネジを回し、チョ

ウナットで固定します。 
（２） 鎮圧ローラーがセルトレイの上面

に丁度接するか確認してくださ

い。接していない場合は、アーム

（鎮圧）に固定しているストッパ

ーシャフトの位置を変更してくだ

さい。 
 
7 . 4   回転ブラシの高さ調節 
 

アンダートレイにのせたセルトレイの

上面と回転ブラシのすき間が、0～1mm
になるように調節ネジ（2 箇所）で合せ

て、チョウナットで固定してください。 
 
 
 
 
 
 
7 . 5   セル鎮圧ローラーの高さ調節 
 

セル鎮圧ローラー外周の下端とト

レイ上面とのすき間が 0～2mm にな

るように左右の調節ネジで調節して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
1～

3 
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7 . 6   V ゴムの高さ調節 
 
アンダートレイにのせたセルトレイの

上面に軽くかかる程度に高さを調節して

ください。 
 
 
 
 

 
7 . 7   コンベアベルトの張り 
 

コンベアベルトが緩みスリップするよう

な場合は、ベルト張り金具の六角ナットを

緩めて、赤いノブナットで片側約 6kg で左

右同じように張ってください。 

 
（注意）張り過ぎに注意してください。 
 
 
 

 
 
 
7 . 8   充填量の調節 
 

充填ホッパー内部には絶対手を入れないでください。 
攪拌棒に挟まれるおそれがあります。 

 
（１） アンダートレイにのせたセルト

レイを本機にセットしてくださ

い。 
（２） 搬送スイッチを「ON」して

セルトレイを送り出してくだ

さい。 
（３） 土入れホッパーのクラッチを

入れてください。攪拌棒が回

ると同時に養土を繰り出しま

す。 
（４） レバーを動かして養土の繰り

出し量を調節してください。   

繰り出し量は、セルトレイ上

面から 15～20mm を目安に

してください。 
 
 
 
 
 
 

ノブナット 

六角ナット 

コンベアベルト 

V ゴム 

警告 
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7 . 9   覆土量の調節 
 

（１） 覆土量の調節は覆土ホッパー正面に

ついている調節ハンドルにて調節し

てください。ハンドルを「増」の方

（右）に回すと、土の量が多くな

り、「減」の方（左）に回すと少な

くなります。 
（２） 覆土は粘質な土を避け、乾いた土を

使って種子がかくれる程度に行って

ください。 
 
 

7 . 10   潅水量の調節 
 
（１） 潅水量は養土の種類や乾燥状態によって異なります。圧力計を見ながらバルブ

で適量に調節してください。 
（２） 水道のコックを開き、潅水装置のバルブを回して、使用する潅水量に対応する

水圧にしてください。（水道のコックの開き具合は、潅水装置のバルブを全開に

したとき、使用する水圧の 2～3 割増しになる位がいいでしょう。但し、水道の

元圧の変動が大きい場合はコックを全開で使用してください。） 

 
7 . 11   播種ホッパー内仕切板の調節 
 

仕切板（前）と仕切板（後）のスキマ

は 4～5mm（コート種子が流れ落ちる程

度）に調節してください。 
（注意）狭いと欠粒になり、広過ぎると

種子割れの原因になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

圧力計目盛り MPa 0.04 0.06 0.08 0.1 0.12 

潅水量 mℓ/箱 600 745 885 975 1090 

調節ハンドル 

少なくなる 
多くなる 
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7 . 12   播種部の高さ調節 
 
 播種センサーアームの中心付近にセルトレイ上面の角がない場合、シムを挿入してく

ださい。シムは 1.2mm と 2.3mm の 2 種類が付属していますので、必要な方をご使用

ください。 
（１）播種ホッパー両側のカバーを外します。 
（２）モータ取付板を固定している六角ボルトを緩め、ローラーチェーンを外します。 
（３）播種ホッパーと播種ホッパー下の箱ガイドをレールに固定している六角ボルトを

緩め、シムを挿入して締めてください。右レール 2 ヶ所、左レール 4 ヶ所にボル

トがあります。 
（４）外したローラーチェーンを組付け、モーター取付板を持ち上げてチェンを張り、

六角ボルトで固定してください。 
 
六角ボルト  播種センサー     モータ取付板 

 

  
右レール側    左レール側 

 

  ローラーチェーン 
シム 2 枚 

 
7 . 13   播種位置の調節(セルトレイ検知) 
 
（１） 種子をホッパーに入れ、播種ローラー下から種子が落ちるまで、試し播きスイ

ッチを押し続けてください。 
（２） メインスイッチ、播種スイッチを「ON」にし、セルトレイを搬送させて播種

位置を確認してください。 
（３） 種子がセルの中に落ちるように播種センサーを左右に動かしてください。左に

動かすと早く播き始めるようになり、右に動かすと遅く播き始めるようになり

ます。 
  
 
 
 
 
 
 

箱ガイド 

播種センサー 

トレイ進行方向 
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7 . 14   播種位置の調節(アンダートレイ検知) 
 

 本機の播種タイミングはセルトレイのふちで検知しています。セルトレイのふちに破

損やセルトレイにたわみがあり、播種タイミングが安定しない場合、付属のアンダート

レイを検知するセンサーアームに交換してください。 

 
（注意）ただし、アンダートレイの長さが統一されていない場合は使用できません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

センサーアームの交換 

右図のＲピンとフォトセンサー 

を取り外してからセンサーアームを 

交換します。 

交換後Ｒピンとフォトセンサーを 

元の位置に戻してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）上から見たとき、フォトセンサー 

   と切欠き窓が接するようにフォト 

   センサーを組付けてください。 

   （箱が来るときにセンサーが入り箱 

   が抜けるとセンサーが切れるように 

   調節してください。） 

  

センサーアーム 
（セルトレイ検知） 

センサーアーム 
（アンダートレイ検知） 

Ｒピン 

フォトセンサー 

切欠き窓 接する 
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① アンダートレイの全長を測定してください。 
② 測定したアンダートレイの全長に合わせて、上記グラフの秒数にタイマーを調節して

ください。 
(例)全長 600mm のとき、タイマーは 0.5 秒～0.6 秒の間に調節してください。 

③ 種子をホッパーに入れ、播種ローラー下から種子が落ちるまで、試し播きスイッチを

押し続けてください。 
④ メインスイッチ、播種スイッチを「ON」にし、セルトレイを搬送させて播種位置を確

認してください。 
⑤ 種子が一列目のセルの中心に落ちるように播種センサーを左右に動かしてください。

左に動かすと早く播き始めるようになり、右に動かすと遅く播き始めるようになりま

す。 
⑥ 播き終わりに一列余計に播いてしまう場合はタイマーの設定時間を 0.05 秒ずつ伸ば

して調節してください。 
播き終わりに最後列が播かれないまま播種ローラーが止まってしまう場合はタイマー

の設定時間を 0.05 秒ずつ縮めて調節してください。 
タイマーを調節し直した場合は④からやり直してください。 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

590 592 594 596 598 600 602 604 606 608 610

タ
イ

マ
ー

(秒
)

アンダートレイ長さ(mm)

アンダートレイ長さ別タイマー基準値

タイマーは制御ボックス

の中にあります。 

制御ボックスのカバーを

外して調節してください。 

制御ボックス 

カバー 

バネ平座金組込六角

ボルト（Ｍ6×12） 
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7 .15   フリーローラー高さ調節 
 
  フリーローラーがセルトレイを軽く押さえるように支柱を回して高さを調節してく

ださい。調節後は六角ナットで固定してください。 

  

（注意）フリーローラーが高すぎると箱が浮いてしまい、低すぎると箱が引っかかっ

てしまうおそれがあるので注意してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  フリーローラー 

支柱 
 
六角ナット 

タイマー 

伸
ば
す 

縮
め
る 
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8. 運転及び操作 
 
8 . 1   運転前の準備 
  

※ 本機は指定以外の資材を使用すると、性能が発揮されないおそれがあります。ま

た、トラブルの原因となりますので、指定された資材をお使いください。 
 
（１） 主な資材 

 資材名 指 定 項 目 

セル成形用土 各メーカー指定養土 
注）養土袋に記載されている事項を良く読んで使用してく

ださい。 
セル苗覆土用土 
（バーミキュライト） 

各メーカー指定養土 
注）養土袋に記載されている事項を良く読んで使用してく

ださい。 
コート種子 コート種子 Ｌサイズ（φ2.5～3.5mm） 

（注意）それ以外のサイズは使用しないでください。 
セルトレイ 全農規格 

  トレイ 200（□25）またはトレイ 128（□30） 
水稲用育苗箱 
（アンダートレイ） 

中苗・成苗用育苗箱で底の平らな高さ 33mm のもの。 
または、各メーカー指定の野菜用アンダートレイ 
※ 箱の種類が同じで「ソリ」や「ネジレ」のないもの。 
※ よく洗浄したもの。 
※ 箱の底は平らで水が溜まらないもの。 
※ 底穴径が約 4~8mm で、1cm 当たり 1 個程度穴がある

もの。 
 

（２） 本機の設置 

平らな場所を選び、全体が水平になるように脚の高さ調節ボルトで調節して

ください。 
（注意）設置が悪いとセルトレイが片寄り、「欠株」、「潅水ムラ」等の原因になる

場合もあるので、特に注意してください。 
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8 . 2   コンセント・プラグの接続先 
 

プラグ・コネクタ 接続先 

制御部の 5ｍの電源プラグ 
AC100V コンセント 

(オプションフル装備で消費電力 850W 以上) 
播種覆土部レール終端のコネクタ 延長レール先端のコネクタ 

前潅水装置の電源プラグ 制御部の前潅水コンセント 

後潅水装置の電源プラグ 制御部の後潅水コンセント 

充填部レール終端のプラグ 制御部の土入れコンセント 

オプションのミニコンの電源プラグ 充填駆動部のミニコンコンセント 

オプションの回収装置の電源プラグ 充填駆動部の回収コンセント 

その他オプション機器の電源プラグ 充填駆動部の予備コンセント 

 
 
○ コンセント・プラグ接続位置及び名称 
 

 
 
 

 
 

潅水スイッチ 播種スイッチ メインスイッチ 予備スイッチ 搬送スイッチ 
 
 
 
 
 
 
 
 

試し播き 
スイッチ 

AC100V 電源へ 

後潅水装置から 

センサーへ 

ミニコン 
(OP)から 前潅水装置から 

充填部から 

制御部 充填駆動部 
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8 . 3   運転 
  
（注意）電源電圧はＡＣ１００Ｖ±５Ｖを安定供給してください。 

適切な電源でないと、故障や動作不良の原因となります。 

 

○ 各部の操作 
（１） 8.2「コンセント・プラグ接続先」を参考し配線してください。 
（２） 各部のスイッチが「OFF」になっているのを確認してから、制御部から出てい

る 5ｍの電源プラグを AC100V の電源に差し込んでください。 
（３） 制御部の「メインスイッチ」を「ON」にしてください。播種覆土部の搬送ゴム

ローラーが回ります。 
（４） 充填駆動部の「搬送スイッチ」を「ON」にしてください。充填部の搬送ゴムロ

ーラー、回転ブラシ、鎮圧ローラーが回ります。 
（５） 制御部の「潅水スイッチ」を「ON」にしてください。電磁弁が作動し水が流

れ、潅水できます。 
（６） 制御部の「播種スイッチ」を「ON」にしてください。セルトレイを感知した

ら、播種ローラーが回り播種できます。 
（７） 充填ホッパーのレバーを入れてください。攪拌装置が回り、土が落ち土入れで

きます。 
（８） 覆土ホッパーのレバーを入れてください。土が落ち土入れできます。 
（９） 本機の最後尾にある「センサー」をセルトレイが押すと、播種途中でない場合

は全てが停止します。播種途中の場合は、充填部の各ユニットは停止し、播種

部・覆土部の各ユニットは播種終了後停止します。セルトレイを取り出すとま

た動き出します。 
（１０） 「メインスイッチ」を「OFF」にすると、（９）と同じ動きをします。 

 
○作業方法 
（１） メインスイッチを「OFF」にし、播種ホッパーに種子を入れてください。 
（２） 試し播きスイッチを「ON」にして 2,3 列播き、播種ローラーの中に種子を抱え

込ませてください。 
（３） 充填ホッパー及び覆土ホッパーに土を溜めてください。 
（４） 供給部にセルトレイを置いてください。 

（注意）トレイを押すフックの上に、トレイが前下がりになるように置かない

でください。トレイが破損します。 
 
 

   
○前上がり   ○水平   ×前下がり 

 
（５） 各部スイッチ、レバーを「ON」にしてからメインスイッチを「ON」にして作

業をしてください。 
（６） 休憩する場合や終了時はメインスイッチを「OFF」にしてください。播種途中

の場合は、充填部の各ユニットは停止し、播種部・覆土部の各ユニットは播種

終了後停止します。その後、水の元栓を閉めてください。 
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9. 点検・整備及び保管上の注意 
9 . 1   手入れ 
（１） 潅水装置 

① 潅水ノズルは付属のノズルブラシで清掃し、きれいな水を勢い良く出して

パイプ内をきれいにしてからゴム栓をしてください。 
② 冬期凍結しないように水を完全に抜いてください。特に吸込みノズル内の

水は抜きもれのないように注意してください。 
 

（２） 残留種子の排出 
① チョウナット(2 個)を緩め仕切板

（後）を矢印方向に引き上げて、軽

くチョウナットを締めてください。 
② 播種スイッチを OFF にし、試し播

きスイッチを押し続けると、播種ロ

ーラーに残っている種子が搬送ベル

トに落ちます。 
③ ホッパー及び播種ローラー内の種子

を全て回収したら、仕切板(後)をも

とに戻してください。 
④ タネウケを取り外して中の種子を種

子受けカゴなどに移してください。 
⑤ タネウケはもとの位置に戻してください。 

 
（３） コンベアベルト 

コンベアベルトの伸びやくせを防止する

ため緩めます。 
① 充填、覆土ホッパーのレバーを

「切」に入れてください。 
② 充填、覆土ホッパーのノブナットを

緩めてください。 
 
（４） 土落とし 

① レールについた土やゴミは「エアー」などで落としてください。 
② 水洗いをする場合は、電源プラグをコンセントから外し、モーター、コント

ローラ、スイッチ等の電気部品への放水はしないように注意ください。 
 

（５） 給油 
洗浄後、よく乾かしてから、回転部（搬送コンベア軸受部、播種ホッパー軸

受部、床土・覆土ホッパー軸受部）、ローラーチェーン（搬送コンベア部、播種

ホッパー部）などへ必ず給油してください。 
 
9 . 2   保管上の注意 
（１） 本機は直射日光を避けたところに保管してください。 
（２） 雨を避け、平坦なところに保管してください。 

 
 
 
 

ノブナット 

レバー 
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10. 故障の診断と処置 
使用中、下表の様なトラブルが発生した場合は表に基づいて適切な処置をしてください。 
○ はじめにメインスイッチ「ON」になっていて、センサーコネクタが接続されている

か確認してください。補助レールのセンサーの上にセルトレイがある場合は取り除

いてください。 
 
現象 原  因 処  置 

水
の
出
が
悪
い
・
水
が
出
な
い 

(1) メイン、潅水の各スイッチが

「ON」になっていない。 
 
(2) 水道の蛇口が開かれていないか、

水道ホースが曲がっている。 
 
(3) 潅水ノズルが詰まっている。 
 
 
(4) 減圧弁内のストレーナーの目詰ま

り。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) ウォーターバルブの目詰まり。 
① フィルターの目詰まり。 
② ダイヤフラムの目詰まり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・ メインスイッチを「ON」にしてか

ら潅水スイッチを「ON」にする。 
 
・ 水道の蛇口を開き水道ホースの曲が

りを直す。 
 
・ 同梱のノズルブラシで掃除をする。

ノズルの穴を針などで掃除をする。 
 
・ キャップを外し、中にあるストレー

ナーを清掃する。 

 
A．減圧弁を外し、フィルター(金網)を 
 引き出し、清掃する。 

B．｢A｣の処置をして、メイン・潅水ス

イッチを｢ON｣にしたとき、 
  ウォーターバルブは｢ピー｣と音が 
  するのに水が出ない場合は、 
  ウォーターバルブを分解してダイ

ヤフラムの 3 つの穴(矢印部)を清

掃 
  する。 

 

フィルター(清掃する) 
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現象 原  因 処  置 
充
填
部
搬
送
モーター

･

養
土
回
収

モーター

が
動
か
な
い 

(1) 電源プラグの差し忘れ。 
 

(2) ヒューズが切れている 
(3) 搬送プラグの差し忘れ。 

 
(4) 充填部の搬送スイッチが「ON」

になっていない。 

・ AC100V に接続する。 
（電源電圧の許容範囲は 100Ｖ±5Ｖ） 

・ ヒューズを交換する。 
・ 「8.2 コンセント・プラグの接続先」

を参照。 
・ スイッチを「ON」にする。 

 

攪
拌
モーター

が

動
か
な
い 

(1) クラッチレバーが「切」になって

いる。 
(2) 攪拌センサーが「ON」になって

いない。 
 

・レバーを「入」にする。 
 

・ レバーを「入」の時センサーが「ON」

になるように調節する。 
 

充
填
部
搬
送
モーター

は
動
くが、

播

種
部
搬
送
モーター

が
動
か
な
い 

(1) 制御盤内のリレー「R1」がメイン

スイッチを「ON」にしたときに

働かない。 
(2) 制御盤内のリレー「R2」がリレー

「R1」が働いたときに働かない。 
(3) コントローラ B の表示部に数字以

外が表示されている。 
 

・リレー故障のため交換する。 
 
 
・リレー故障のため交換する。 
 
・ コントローラエラーの可能性があ

り。コンセントから電源プラグを抜

いて、表示部が消えたら電源プラグ

を差してください。 
・ 「11.1、11.2」を参照し原因を取り

除いてください。 

試
し
播
き
スイッチ「

O
N

」で

播

種
モーター

が
動
か
な
い 

(1) 試し播きスイッチを「ON」に続

け、タイマ「T1」の緑色 LED が

光って 1 秒後くらいに、オレンジ

色 LED が光らない。 
(2) コントローラ A の表示部に数字以

外が表示されている。 
 

・タイマ故障のため交換する。 
 
 
 

・ コントローラエラーの可能性があ

り。コンセントから電源プラグを抜

いて、表示部が消えたら電源プラグ

を差してください。 
・ 「11.1、11.2」を参照し原因を取り

除いてください。 

セ
ル
ト
レ
イ
間
の
隙
間
が

無
く
な
る 

 

(1) ガイドが狭く、セルトレイの搬送

にブレーキがかかっている。 
・「7.1」の箱ガイドの調節をしてくださ

い。 
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現象 原  因 処  置 

播
種
さ
れ
な
い 

(1) 播種スイッチが入っていない。 
 

(2) セルトレイに播種センサーが当た

っていない。 
 
 

・播種スイッチを「ON」にしてくださ

い。 
・「7.1.⑥」の箱ガイドの調節をしてくだ

さい。播種センサーがセルトレイに

当たるようになります。 
 

 
播
種
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
い
、
最
前

列
の
み
播
種
さ
れ
な
い 

(1) 播種センサーを押すタイミングが

遅い。 
 

・ 播種センサーを左方向に調節する。 
 
 
 

播
種
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
い
、
最
後

列
の
み
播
種
さ
れ
な
い 

(1) 播種センサーを押すタイミングが

早い。 
 

・ 播種センサーを右方向に調節する。 
 

播
種
センサー

の
位
置
で
播
種
位
置
を
調
節
し

き
れ
な
い 

(1) 播種ローラーセンサーの位置がず

れている。 
・ 播種ローラーセンサー位置を調節す

る。 
     播種ローラー 

 

  
播種ローラーセンサー 

 

縦
列
に
播
種
さ
れ
な
い 

(1) 播種ホッパー内の種子が均一でな

い。 
(2) 播種部が水平でないため、種子が

片側に寄っていく。 

・ 播種センサーを左方向に調節する。 
 

・ 脚の高さを調節し、水平を出す。 
 
 

初期設定位置  
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現象 原  因 処  置 

安
定
し
て
セ
ル
の
中
心
に
播
種
し
な
い 

(1) ガイドが狭く、セルトレイの搬送

にブレーキがかかっている。 
(2) リブ付のアンダートレイを使用し

ている場合、ロールガイドにセル

トレイが接触し搬送にブレーキが

かかっている。 
(3) アンダートレイ・セルトレイの歪

みにより、ロールガイドにセルト

レイが接触し搬送にブレーキがか

かっている。 

・ 「7.1.⑥」の箱ガイドの調節をして

ください。 
・ リブなしのアンダートレイを使用す

る。 
 
 
・ シムを播種部の下に挿入し、播種部

の高さを調節する。「7.12 播種セン

サーの高さ調節」を参照。 

播
種
ローラー

交換後、最後列

の
播
種

が
不
安
定
で
あ
る 

(1) 播種ローラーセンサーの位置が合

っていない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ロールガイド先端に播種穴が被ら

ないように、播種ローラーセンサ

ーを 3mm 下げる。 
② 播種位置を調整するため、播種セ

ンサーを右方向に移動させる。 

播
種
ローラー

の
動
き
が
悪
い(

動
か
な
い) 

(1) ロールガイドと播種ローラーの間

に残量種子が有り、ロールガイド

に食い込んでいる。 
 
 
(2) フォークと播種ローラーのスリ割

り溝部に、種子のカス等が溜まり

回転が重くなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 播種ローラーを取外し両方とも清掃

する。 
・ ロールガイドが破損している場合は

交換する。 
 
・ フォークを取り外し、フォークに付

着しているカス、ゴミ等を取り除

く。 
・ 播種ローラーのスリ割り部をカッタ

ーの刃等で、カス、ゴミ等を除去す

る。 

 
土
が
安
定
し
て
繰

出
さ
れ
な
い 

(1) コンベアベルトが緩んでいる。 ・ 「7.7 コンベアベルトの張り」を参

照し、コンベアベルトを張ってくだ

さい。 

① 播種ローラーセンサー 
 
 
② 播種センサー 
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11. 播種部モーターの異常とその対策 
オリエンタルモーター㈱製 NexBL ブラシレスモーターユニット BMU シリーズ 取扱説

明書より抜粋（版番号：HM-5138-4） 

 

 



 

 －35－ 

 

 



 

 －36－ 
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12. 回路図 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

播種覆土部 

充填部 
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